
 

 

    実 務 証 明 書 （記入例）  

  

ふりがな     け い  りょう     た   ろ う  

１ 申請者     氏  名    計  量   太  郎 

生年月日       昭和○○年○○月○○日  

  

２ 従事した事業所等  

所  在  地  福岡県糟屋郡粕屋町大字大隈○○○番地の○ 

勤 務 先 名  ○○○○○○株式会社（△△△△事業所）  

事業登録等  計量証明事業所（濃度、音圧レベル、振動加速度レベル） 

適正計量管理事業所（昭和○○年○○月○○日指定）など  

 

３ 実務期間  

２年２か月  

令和２年２月１日 ～ 令和４年 ３月３１日 （２年２か月）  

 

 

 

４ 実務内容  

（１）使用した特定計量器  

ガスクロマトグラフ質量分析装置 

精密騒音計 

５０トン トラックスケール 

  

（２）実務の内容          

大気中の窒素酸化物濃度の分析業務及び計量器の点検整備における計量管理業務 

質量の計量業務及び計量器の点検整備における計量管理業務 

 

 

 

以上のとおり相違ないことを証明します。  

  

令和○○年○○月○○日   

  

所 在 地  福岡県糟屋郡粕屋町大字大隈○○○番地の○  

  

勤務先名  ○○○○○○株式会社（△△△△事業所）  

  

職・氏名  代表取締役  ○○ ○○  印 ← ※代表者印  

（事業所長   △△ △△  印 ← ※代表者印）  

 

備 考 

１  用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。  
２  実務の内容については、詳細に記載すること。 

計量士の登録区分に応じた特定計量器であること 

※ ご自身が使用した特定計量器による測定、分析業務及び計量器

整備等の具体的な計量管理業務内容を詳細に記入して下さい。 

(注) 「３ 実務期間」は、２年以上の経験が必要であり、「４ (２) 実務の内容 」に

係る書類の提出により、上記期間の押印や署名が確認できる事が必要。  

 


